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第1章第1章　序　論

第2章　江南水郷と水郷都市蘇州の概要　



研究の背景研究の背景

中国東部図

中国江南水郷地域の位置と概念中国江南水郷地域の位置と概念中国江南水郷地域の位置と概念中国江南水郷地域の位置と概念中国江南水郷地域の位置と概念中国江南水郷地域の位置と概念中国江南水郷地域の位置と概念中国江南水郷地域の位置と概念

　中国江南水郷の「江南」「江南」「江南」「江南」「江南」「江南」「江南」「江南」とは、
長江以南の意味長江以南の意味長江以南の意味長江以南の意味長江以南の意味長江以南の意味長江以南の意味長江以南の意味である。
　「江南水郷地域」「江南水郷地域」「江南水郷地域」「江南水郷地域」「江南水郷地域」「江南水郷地域」「江南水郷地域」「江南水郷地域」とは、長江下長江下長江下長江下長江下長江下長江下長江下
流の太湖流域、江蘇省の南部と流の太湖流域、江蘇省の南部と流の太湖流域、江蘇省の南部と流の太湖流域、江蘇省の南部と流の太湖流域、江蘇省の南部と流の太湖流域、江蘇省の南部と流の太湖流域、江蘇省の南部と流の太湖流域、江蘇省の南部と
浙江省の北部浙江省の北部浙江省の北部浙江省の北部浙江省の北部浙江省の北部浙江省の北部浙江省の北部を含んだ地域を指
す。

江南水郷地域範囲図
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江南水郷地域密集縦横の水路網と湖沼（1926年）
水郷の独特な地域構造：　水路で都市や集落を結ぶ水路で都市や集落を結ぶ水路で都市や集落を結ぶ水路で都市や集落を結ぶ

江南水郷地域の水路網江南水郷地域の水路網江南水郷地域の水路網江南水郷地域の水路網江南水郷地域の水路網江南水郷地域の水路網江南水郷地域の水路網江南水郷地域の水路網

水路水路水路水路水路水路水路水路
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水郷の建物と街路、水路の関係：　「前街後河」「前街後河」「前街後河」「前街後河」「前街後河」「前街後河」「前街後河」「前街後河」

江南水郷都市構造の特徴江南水郷都市構造の特徴江南水郷都市構造の特徴江南水郷都市構造の特徴江南水郷都市構造の特徴江南水郷都市構造の特徴江南水郷都市構造の特徴江南水郷都市構造の特徴

水郷住宅地の敷地割りの概念図



水郷の特徴的な景観水郷の特徴的な景観水郷の特徴的な景観水郷の特徴的な景観水郷の特徴的な景観水郷の特徴的な景観水郷の特徴的な景観水郷の特徴的な景観：　「小橋、流水、人家」：　「小橋、流水、人家」：　「小橋、流水、人家」：　「小橋、流水、人家」：　「小橋、流水、人家」：　「小橋、流水、人家」：　「小橋、流水、人家」：　「小橋、流水、人家」



現代水郷都市の問題現代水郷都市の問題

　･水路が都市人口の増加と都市開発のため埋め立てられ、大量になくなった。　　
　･水郷景観の中で最も重要な要素としての水路が次第に消滅しながら、水郷の特
徴が失われようとしており、水郷都市の個性も消滅の危機に瀕している。

　　　　･歴史地域の水路空間　･歴史地域の水路空間　･歴史地域の水路空間　･歴史地域の水路空間　
　
　建物の形状や、護岸のタイプ、水路幅などの
変化が多く、リズム感変化が多く、リズム感変化が多く、リズム感変化が多く、リズム感が感じられる。　　　　　　　
　蘇州の古くからの生活パターンである
親水性親水性親水性親水性の感じられる空間である。

･新しく建設された水路空間　･新しく建設された水路空間　･新しく建設された水路空間　･新しく建設された水路空間　

整備されて整ってはいるが、
護岸や周囲の建物はデザインも形状も

単調で、硬く、情緒が感じられない単調で、硬く、情緒が感じられない単調で、硬く、情緒が感じられない単調で、硬く、情緒が感じられない。現存
の水路には及ばないという印象がある。

水郷の歴史的美しい景観と環境を維持するために、水郷の環境を研究する必要がある。水郷の歴史的美しい景観と環境を維持するために、水郷の環境を研究する必要がある。水郷の歴史的美しい景観と環境を維持するために、水郷の環境を研究する必要がある。水郷の歴史的美しい景観と環境を維持するために、水郷の環境を研究する必要がある。水郷の歴史的美しい景観と環境を維持するために、水郷の環境を研究する必要がある。水郷の歴史的美しい景観と環境を維持するために、水郷の環境を研究する必要がある。水郷の歴史的美しい景観と環境を維持するために、水郷の環境を研究する必要がある。水郷の歴史的美しい景観と環境を維持するために、水郷の環境を研究する必要がある。



研究の目的と意義研究の目的と意義

　本研究は、中国水郷都市蘇州市の水路を対象にして、水辺空間
の平面構成の解析分析と水路空間構成要素の変化の定量分析に
よって、都市水辺居住環境の回復或は整備において有用な知見を都市水辺居住環境の回復或は整備において有用な知見を都市水辺居住環境の回復或は整備において有用な知見を都市水辺居住環境の回復或は整備において有用な知見を
もたらすもたらすもたらすもたらすことが目的である。

（1）各時代水路網の変化の分析によって水路網の歴史的変遷水路網の歴史的変遷と都都

市構造の特徴を把握する市構造の特徴を把握する。

（2）水路の平面図と現状を通じて各水路について水辺空間平面構水辺空間平面構

成の模式と特徴を把握する成の模式と特徴を把握する。

（3）水路空間構成要素の変化を定量的に把握するため物理指標を物理指標を

用いて現状を分析、評価する用いて現状を分析、評価する。

（4）現状水路空間を調整する現状水路空間を調整する。



既往の関連研究既往の関連研究

蘇州に関する研究：　蘇州に関する研究：　蘇州に関する研究：　蘇州に関する研究：　蘇州に関する研究：　蘇州に関する研究：　蘇州に関する研究：　蘇州に関する研究：　主に水郷の文化、住宅や都市空間構成など
に関する研究である。水辺空間に関する研究は、研究背景として波
及することがあるが、主な研究対象としてではなく、現状の水路空
間を専らの対象としての研究はほとんどない。

水辺、水路空間に関する研究：水辺、水路空間に関する研究：水辺、水路空間に関する研究：水辺、水路空間に関する研究：水辺、水路空間に関する研究：水辺、水路空間に関する研究：水辺、水路空間に関する研究：水辺、水路空間に関する研究：　　　　　　　　水辺空間に対する人間の意識な
どの側面から水辺空間を論じているが、水辺空間そのものについ
て研究ではない。河川景観に対する人間の心理評価に関する研究
で、河川の物的構成に関する直接的な評価研究ではない。

ゆらぎに関する研究：ゆらぎに関する研究：ゆらぎに関する研究：ゆらぎに関する研究：ゆらぎに関する研究：ゆらぎに関する研究：ゆらぎに関する研究：ゆらぎに関する研究：　　　　　　　　物理指標としてスカイラインや街路景観の現
状を、ゆらぎの値により、評価ができるが、評価が良くない現状を調
整する手法を論じてはいない。



本研究の特色本研究の特色

（1） 研究対象：研究対象：研究対象：研究対象：研究対象：研究対象：研究対象：研究対象：　水郷の「水路」「水路」「水路」「水路」「水路」「水路」「水路」「水路」を中心に、水路網を歴史変遷、都市

構造、水路･水辺空間の構成などの各方面から分析をする。

（2）　研究方法：研究方法：研究方法：研究方法：研究方法：研究方法：研究方法：研究方法：　水路空間の構成要素を客観的な数量データとして

扱い、水路空間のゆらぎ特性解析を行う。これにより、水路空間に
対する人間の感覚を数値で（ゆらぎ値）数値で（ゆらぎ値）数値で（ゆらぎ値）数値で（ゆらぎ値）数値で（ゆらぎ値）数値で（ゆらぎ値）数値で（ゆらぎ値）数値で（ゆらぎ値）で表すことが可能となる。こ
のような結果は複雑な景観を簡潔に評価でき、比較しやすい。　　　
　　　　　　　　　　　　　

（3）　現状調整法現状調整法現状調整法現状調整法現状調整法現状調整法現状調整法現状調整法 ：：：：：：：：　歴史地域水路空間の元の特質や特徴を保持し元の特質や特徴を保持し元の特質や特徴を保持し元の特質や特徴を保持し元の特質や特徴を保持し元の特質や特徴を保持し元の特質や特徴を保持し元の特質や特徴を保持し
たままたままたままたままたままたままたままたまま、最も理想的な理想的な理想的な理想的な理想的な理想的な理想的な理想的な1/1/f f ゆらぎ特質を持ちゆらぎ特質を持ちゆらぎ特質を持ちゆらぎ特質を持ちゆらぎ特質を持ちゆらぎ特質を持ちゆらぎ特質を持ちゆらぎ特質を持ち且つ種々のニーズに応じ種々のニーズに応じ種々のニーズに応じ種々のニーズに応じ種々のニーズに応じ種々のニーズに応じ種々のニーズに応じ種々のニーズに応じ

たたたたたたたた、水路空間の調整ができる。　　



水郷都市の代表――蘇州市の概況水郷都市の代表――蘇州市の概況水郷都市の代表――蘇州市の概況水郷都市の代表――蘇州市の概況水郷都市の代表――蘇州市の概況水郷都市の代表――蘇州市の概況水郷都市の代表――蘇州市の概況水郷都市の代表――蘇州市の概況

面積：　392ｋｍ２

人口：　107.1万（1998年）

蘇州蘇州蘇州蘇州蘇州蘇州蘇州蘇州

長江長江長江長江
太湖太湖太湖太湖



水郷都市蘇州――東方のヴェネツィア水郷都市蘇州――東方のヴェネツィア水郷都市蘇州――東方のヴェネツィア水郷都市蘇州――東方のヴェネツィア水郷都市蘇州――東方のヴェネツィア水郷都市蘇州――東方のヴェネツィア水郷都市蘇州――東方のヴェネツィア水郷都市蘇州――東方のヴェネツィア

外城濠外城濠外城濠外城濠

寸法：　4600×3100m

面積：　約14.2km2

宋「平江図」（1229）



第3章　蘇州城水路網の変遷と都市構造
の特徴

第3章



はじめにはじめに

　　本章は各時代各時代各時代各時代各時代各時代各時代各時代で描かれた蘇州城に関する歴史的地歴史的地歴史的地歴史的地歴史的地歴史的地歴史的地歴史的地
図図図図図図図図を基本研究資料として、各時代の蘇州城水路網の状各時代の蘇州城水路網の状各時代の蘇州城水路網の状各時代の蘇州城水路網の状各時代の蘇州城水路網の状各時代の蘇州城水路網の状各時代の蘇州城水路網の状各時代の蘇州城水路網の状
態態態態態態態態を比較、分析し、 蘇州城水路網の変遷、都市構造の蘇州城水路網の変遷、都市構造の蘇州城水路網の変遷、都市構造の蘇州城水路網の変遷、都市構造の蘇州城水路網の変遷、都市構造の蘇州城水路網の変遷、都市構造の蘇州城水路網の変遷、都市構造の蘇州城水路網の変遷、都市構造の

構成構成構成構成構成構成構成構成と特徴特徴特徴特徴特徴特徴特徴特徴を明確に把握することが目的である。



蘇州城水路網の形成と変遷



水路網の形成水路網の形成

　宋時代の「平江図」　1229年

「平江図」と蘇州城「平江図」と蘇州城「平江図」と蘇州城「平江図」と蘇州城「平江図」と蘇州城「平江図」と蘇州城「平江図」と蘇州城「平江図」と蘇州城

蘇州城の平面：蘇州城の平面：蘇州城の平面：蘇州城の平面：蘇州城の平面：蘇州城の平面：蘇州城の平面：蘇州城の平面：

　長方形で、南北にやや長く、長方形で、南北にやや長く、
外城濠が城濠を取り囲んでいる。外城濠が城濠を取り囲んでいる。
　　城壁の内側にも内城濠のよう城壁の内側にも内城濠のよう
な水路があり、不規則で縦横にな水路があり、不規則で縦横に
交差する水路網が全城を貫通交差する水路網が全城を貫通
している。している。



宋時代の水路網宋時代の水路網

　宋時代の「平江図」　1229年

SSSS

S4S4S4S4    

S3S3S3S3  

S2S2S2S2    

S1S1S1S1    W3W3W3W3  

W2W2W2W2  

W1W1W1W1

N2N2N2N2    N1N1N1N1

N3N3N3N3    

N4N4N4N4  

N5N5N5N5    

EEEE

E2E2E2E2

EEEE

　抽出した宋時代の水路網図



明時代の水路網の構造明時代の水路網の構造
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　明時代の「呉中水利全書・蘇州府水道総図」（1600年）
　

　抽出した明時代の水路網図



清時代の水路網の構造清時代の水路網の構造
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　清時代の「蘇州全図」　 　抽出した清時代の水路網図



現代（1986年）の水路網の構造現代（1986年）の水路網の構造
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　現代の「蘇州市都市園林緑化計画図」　 （1986年） 　抽出した現代の水路網図



現代（1997年）の水路網の構造現代（1997年）の水路網の構造
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　現代の「蘇州地図」　 （1997年） 　抽出した現代の水路網図



水路網の変遷水路網の変遷
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宋時代宋時代宋時代宋時代宋時代宋時代宋時代宋時代 明時代明時代明時代明時代明時代明時代明時代明時代 清時代清時代清時代清時代清時代清時代清時代清時代

現代現代現代現代現代現代現代現代
（（（（（（（（19861986））））））））

現代現代現代現代現代現代現代現代
（（（（（（（（19971997））））））））

幹線
水路網

支
水路網

内城濠

宋時代 8 124 南、東、北

129
（+5）

7 50505050
（-1） （-79）（-79）（-79）（-79）

6666 26
（-1）（-1）（-1）（-1） （-24）

24
（-2）

明時代 8 南、東、北

現代（1986） 南、東（半分）

清時代 南、東、北

現代（1997） 6 南、東（半分）

「三横五縦」「三横五縦」「三横五縦」「三横五縦」「三横五縦」「三横五縦」「三横五縦」「三横五縦」
＞＞＞＞＞＞＞＞8282kmkm

「三横四縦」「三横四縦」「三横四縦」「三横四縦」「三横四縦」「三横四縦」「三横四縦」「三横四縦」
5757kmkm

「三横三縦」「三横三縦」「三横三縦」「三横三縦」「三横三縦」「三横三縦」「三横三縦」「三横三縦」
＜＜＜＜＜＜＜＜8282kmkm、　、　、　、　、　、　、　、　
＞＞＞＞＞＞＞＞35.8km35.8km

「三横三縦」「三横三縦」「三横三縦」「三横三縦」「三横三縦」「三横三縦」「三横三縦」「三横三縦」
35.835.8kmkm

　一つは、清時代清時代清時代清時代に
おける支水路網の急
激の減少により、支支支支
水路網は殆んど破壊水路網は殆んど破壊水路網は殆んど破壊水路網は殆んど破壊
されたされたされたされたこと。　　　　　
　もう一つは、現代現代現代現代
（（（（1986年）年）年）年）における都

市骨格としての幹線
水路の減少と伴う、
幹線水路網の形状幹線水路網の形状幹線水路網の形状幹線水路網の形状
の変化の変化の変化の変化である。

　一つは、清時代清時代清時代清時代清時代清時代清時代清時代に
おける支水路網の急
激の減少により、支支支支
水路網は殆んど破壊水路網は殆んど破壊水路網は殆んど破壊水路網は殆んど破壊
されたされたされたされたこと。　　　　　
　もう一つは、現代現代現代現代現代現代現代現代
（（（（（（（（19861986年）年）年）年）年）年）年）年）における都

市骨格としての幹線
水路の減少と伴う、
幹線水路網の形状幹線水路網の形状幹線水路網の形状幹線水路網の形状
の変化の変化の変化の変化である。
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「三横五縦」「三横五縦」「三横五縦」「三横五縦」「三横五縦」「三横五縦」「三横五縦」「三横五縦」
8282kmkm



水路網の歴史的変遷と特徴水路網の歴史的変遷と特徴

結論：結論：結論：結論：結論：結論：結論：結論：

　　　　　　　　宋時代の水路網は現在まで、その宋時代の水路網は現在まで、その宋時代の水路網は現在まで、その宋時代の水路網は現在まで、その宋時代の水路網は現在まで、その宋時代の水路網は現在まで、その宋時代の水路網は現在まで、その宋時代の水路網は現在まで、その殆どが破壊され殆どが破壊され殆どが破壊され殆どが破壊され殆どが破壊され殆どが破壊され殆どが破壊され殆どが破壊され、残っ、残っ、残っ、残っ、残っ、残っ、残っ、残っ
ているのは原水路網のうち、都市の骨格としてのているのは原水路網のうち、都市の骨格としてのているのは原水路網のうち、都市の骨格としてのているのは原水路網のうち、都市の骨格としてのているのは原水路網のうち、都市の骨格としてのているのは原水路網のうち、都市の骨格としてのているのは原水路網のうち、都市の骨格としてのているのは原水路網のうち、都市の骨格としての幹線水路幹線水路幹線水路幹線水路幹線水路幹線水路幹線水路幹線水路
網網網網網網網網だけと言われている。だけと言われている。だけと言われている。だけと言われている。だけと言われている。だけと言われている。だけと言われている。だけと言われている。
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（（（（（（（（19971997））））））））
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蘇州城の都市構造と「水路･都市道路」シ
ステム
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宋時代宋時代宋時代宋時代宋時代宋時代宋時代宋時代
（（（（（（（（12291229））））））））

現代現代現代現代現代現代現代現代
（（（（（（（（19971997））））））））

　現代の「蘇州地図」　 （1997年）　宋時代の「平江図」　1229年



宋時代の都市構造と「道路網と水路網」システム宋時代の都市構造と「道路網と水路網」システム

宋時代
の道路網図（1229年）
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宋時代
の水路網図（1229年）
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宋時代の水路・街路システム図（1229年）

水路･道路システムの構造特徴：水路･道路システムの構造特徴：水路･道路システムの構造特徴：水路･道路システムの構造特徴：水路･道路システムの構造特徴：水路･道路システムの構造特徴：水路･道路システムの構造特徴：水路･道路システムの構造特徴：
　　　「陸河並行双棋盤」　　　　　　　　　「陸河並行双棋盤」　　　　　　　　　「陸河並行双棋盤」　　　　　　　　　「陸河並行双棋盤」　　　　　　
　（道路と水路を並行して二層の　（道路と水路を並行して二層の　（道路と水路を並行して二層の　（道路と水路を並行して二層の
碁盤のような形になる）碁盤のような形になる）碁盤のような形になる）碁盤のような形になる）



宋時代
の道路網図（1229年）

宋時代（1229年）と現代（1997年）の道路･水路網図宋時代（1229年）と現代（1997年）の道路･水路網図
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宋時代
の水路網図（1229年）
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現代
の道路網図（1997年）

現代
の水路網図（1997年）

++

＝＝＝＝＝＝＝＝

「現代の道路網」＝「現代の道路網」＝「現代の道路網」＝「現代の道路網」＝「現代の道路網」＝「現代の道路網」＝「現代の道路網」＝「現代の道路網」＝　　　　　　　　　　　　
　　　　　「宋時代の道路網」　　　　　　　「宋時代の道路網」　　　　　　　「宋時代の道路網」　　　　　　　「宋時代の道路網」　　　　　　　「宋時代の道路網」　　　　　　　「宋時代の道路網」　　　　　　　「宋時代の道路網」　　　　　　　「宋時代の道路網」　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　++「「「「「「「「道路になった　　　　　　　　　　

　　　　　宋時代の部分の水路網」宋時代の部分の水路網」宋時代の部分の水路網」宋時代の部分の水路網」宋時代の部分の水路網」宋時代の部分の水路網」宋時代の部分の水路網」宋時代の部分の水路網」



結論結論結論結論結論結論結論結論11：：：：：：：：

　蘇州の都市構造は、　蘇州の都市構造は、　蘇州の都市構造は、　蘇州の都市構造は、　蘇州の都市構造は、　蘇州の都市構造は、　蘇州の都市構造は、　蘇州の都市構造は、「「「「「「「「陸河並行双棋盤」陸河並行双棋盤」陸河並行双棋盤」陸河並行双棋盤」陸河並行双棋盤」陸河並行双棋盤」陸河並行双棋盤」陸河並行双棋盤」になっている。になっている。になっている。になっている。

　　　　　　　　宋時代の道路網は、現在まで殆んど完全に宋時代の道路網は、現在まで殆んど完全に宋時代の道路網は、現在まで殆んど完全に宋時代の道路網は、現在まで殆んど完全に宋時代の道路網は、現在まで殆んど完全に宋時代の道路網は、現在まで殆んど完全に宋時代の道路網は、現在まで殆んど完全に宋時代の道路網は、現在まで殆んど完全に保存され、保存され、保存され、保存され、保存され、保存され、保存され、保存され、
宋時代より宋時代より宋時代より宋時代より宋時代より宋時代より宋時代より宋時代よりあまり変わっていないあまり変わっていないあまり変わっていないあまり変わっていないあまり変わっていないあまり変わっていないあまり変わっていないあまり変わっていない。　　　　　　　　　　　　　　。　　　　　　　　　　　　　　。　　　　　　　　　　　　　　。　　　　　　　　　　　　　　。　　　　　　　　　　　　　　。　　　　　　　　　　　　　　。　　　　　　　　　　　　　　。　　　　　　　　　　　　　　
　　ある水路は現代の道路に変わって　　ある水路は現代の道路に変わって　　ある水路は現代の道路に変わって　　ある水路は現代の道路に変わって　　ある水路は現代の道路に変わって　　ある水路は現代の道路に変わって　　ある水路は現代の道路に変わって　　ある水路は現代の道路に変わっているいるいるいるいるいるいるいるため、昔のため、昔のため、昔のため、昔のため、昔のため、昔のため、昔のため、昔の道道道道道道道道
路網だけではなく、ある部分水路網の形も路網だけではなく、ある部分水路網の形も路網だけではなく、ある部分水路網の形も路網だけではなく、ある部分水路網の形も路網だけではなく、ある部分水路網の形も路網だけではなく、ある部分水路網の形も路網だけではなく、ある部分水路網の形も路網だけではなく、ある部分水路網の形も現代の道路網現代の道路網現代の道路網現代の道路網現代の道路網現代の道路網現代の道路網現代の道路網
に直接にに直接にに直接にに直接にに直接にに直接にに直接にに直接に継続された継続された継続された継続された継続された継続された継続された継続された。。。。。。。。

　宋時代の蘇州城の　宋時代の蘇州城の　宋時代の蘇州城の　宋時代の蘇州城の　宋時代の蘇州城の　宋時代の蘇州城の　宋時代の蘇州城の　宋時代の蘇州城の都市構造都市構造都市構造都市構造都市構造都市構造都市構造都市構造は現在までもは現在までもは現在までもは現在までもは現在までもは現在までもは現在までもは現在までもあまり変わっあまり変わっあまり変わっあまり変わっあまり変わっあまり変わっあまり変わっあまり変わっ
ていないていないていないていないていないていないていないていない。。。。。。。。

水路網と道路網の変遷と特徴水路網と道路網の変遷と特徴

　　　　　　　　宋時代の地図をまた現代の蘇州城で使える。宋時代の地図をまた現代の蘇州城で使える。宋時代の地図をまた現代の蘇州城で使える。宋時代の地図をまた現代の蘇州城で使える。宋時代の地図をまた現代の蘇州城で使える。宋時代の地図をまた現代の蘇州城で使える。宋時代の地図をまた現代の蘇州城で使える。宋時代の地図をまた現代の蘇州城で使える。



宋時代（1229）と現代（1997）の道路･水路システム宋時代（1229）と現代（1997）の道路･水路システム
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宋時代の水路・街路システム図（1229年） 現代の水路・街路システム図（1997年）

「「「「「「「「陸河並行双棋盤」陸河並行双棋盤」陸河並行双棋盤」陸河並行双棋盤」陸河並行双棋盤」陸河並行双棋盤」陸河並行双棋盤」陸河並行双棋盤」のののの水路・道路システ水路・道路システ水路・道路システ水路・道路システ
ムは壊れたムは壊れたムは壊れたムは壊れた



水路網と道路網の変遷と特徴水路網と道路網の変遷と特徴

結論結論結論結論結論結論結論結論22：：：：：：：：

　　　　　　　　　宋時代の　宋時代の　宋時代の　宋時代の　宋時代の　宋時代の　宋時代の　宋時代の水路・道路システムは崩れた水路・道路システムは崩れた水路・道路システムは崩れた水路・道路システムは崩れた水路・道路システムは崩れた水路・道路システムは崩れた水路・道路システムは崩れた水路・道路システムは崩れたといえる。といえる。といえる。といえる。といえる。といえる。といえる。といえる。

結論結論結論結論結論結論結論結論11：：：：：：：：

　蘇州の都市構造は、　蘇州の都市構造は、　蘇州の都市構造は、　蘇州の都市構造は、　蘇州の都市構造は、　蘇州の都市構造は、　蘇州の都市構造は、　蘇州の都市構造は、「「「「「「「「陸河並行双棋盤」陸河並行双棋盤」陸河並行双棋盤」陸河並行双棋盤」陸河並行双棋盤」陸河並行双棋盤」陸河並行双棋盤」陸河並行双棋盤」になっている。になっている。になっている。になっている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　宋宋宋宋宋宋宋宋
時代の道路網は、現在まで殆んど完全に時代の道路網は、現在まで殆んど完全に時代の道路網は、現在まで殆んど完全に時代の道路網は、現在まで殆んど完全に時代の道路網は、現在まで殆んど完全に時代の道路網は、現在まで殆んど完全に時代の道路網は、現在まで殆んど完全に時代の道路網は、現在まで殆んど完全に保存され、保存され、保存され、保存され、保存され、保存され、保存され、保存され、宋時宋時宋時宋時宋時宋時宋時宋時
代より代より代より代より代より代より代より代よりあまり変わっていないあまり変わっていないあまり変わっていないあまり変わっていないあまり変わっていないあまり変わっていないあまり変わっていないあまり変わっていない。　　　　　　　　　　　　　　　　あ。　　　　　　　　　　　　　　　　あ。　　　　　　　　　　　　　　　　あ。　　　　　　　　　　　　　　　　あ。　　　　　　　　　　　　　　　　あ。　　　　　　　　　　　　　　　　あ。　　　　　　　　　　　　　　　　あ。　　　　　　　　　　　　　　　　あ
る水路は現代の道路に変わってなるため、昔のる水路は現代の道路に変わってなるため、昔のる水路は現代の道路に変わってなるため、昔のる水路は現代の道路に変わってなるため、昔のる水路は現代の道路に変わってなるため、昔のる水路は現代の道路に変わってなるため、昔のる水路は現代の道路に変わってなるため、昔のる水路は現代の道路に変わってなるため、昔の道路網だ道路網だ道路網だ道路網だ道路網だ道路網だ道路網だ道路網だ
けではなく、ある部分水路網の形もけではなく、ある部分水路網の形もけではなく、ある部分水路網の形もけではなく、ある部分水路網の形もけではなく、ある部分水路網の形もけではなく、ある部分水路網の形もけではなく、ある部分水路網の形もけではなく、ある部分水路網の形も現代の道路網に直接現代の道路網に直接現代の道路網に直接現代の道路網に直接現代の道路網に直接現代の道路網に直接現代の道路網に直接現代の道路網に直接
にににににににに継続された継続された継続された継続された継続された継続された継続された継続された。。。。。。。。

　宋時代の蘇州城の　宋時代の蘇州城の　宋時代の蘇州城の　宋時代の蘇州城の　宋時代の蘇州城の　宋時代の蘇州城の　宋時代の蘇州城の　宋時代の蘇州城の都市構造都市構造都市構造都市構造都市構造都市構造都市構造都市構造は現在までもは現在までもは現在までもは現在までもは現在までもは現在までもは現在までもは現在までもあまり変わっあまり変わっあまり変わっあまり変わっあまり変わっあまり変わっあまり変わっあまり変わっ
ていないていないていないていないていないていないていないていない。。。。。。。。



蘇州城の水郷景観
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宋時代の水路・街路システム図（1229年） 現代の水路・街路システム図（1997年）

水郷景観：水郷景観：水郷景観：水郷景観：水郷景観：水郷景観：水郷景観：水郷景観：
　　「河街相隣」　　「河街相隣」　　「河街相隣」　　「河街相隣」
　　「前街後河」　　「前街後河」　　「前街後河」　　「前街後河」
　　「人家尽枕河」　　「人家尽枕河」　　「人家尽枕河」　　「人家尽枕河」

水路･道路の構造特徴：水路･道路の構造特徴：水路･道路の構造特徴：水路･道路の構造特徴：水路･道路の構造特徴：水路･道路の構造特徴：水路･道路の構造特徴：水路･道路の構造特徴：
　「陸河並行双棋盤」（道路と　「陸河並行双棋盤」（道路と　「陸河並行双棋盤」（道路と　「陸河並行双棋盤」（道路と
水路を並行して二層の碁盤の水路を並行して二層の碁盤の水路を並行して二層の碁盤の水路を並行して二層の碁盤の
ような形になる）ような形になる）ような形になる）ような形になる）



水水水水水水水水路の消滅 水水水水水水水水郷景観の失う

「水路･道路システム」の変化

水郷都市の構造と水郷景観の変化水郷都市の構造と水郷景観の変化



まとめまとめ

　本章の分析によって、明らかになった結果を以下に列挙する。

① 蘇州の水路は、蘇州都市構造の魂といえる。蘇州の水路は、蘇州都市構造の魂といえる。蘇州の水路は、蘇州都市構造の魂といえる。蘇州の水路は、蘇州都市構造の魂といえる。蘇州の水路は、蘇州都市構造の魂といえる。蘇州の水路は、蘇州都市構造の魂といえる。蘇州の水路は、蘇州都市構造の魂といえる。蘇州の水路は、蘇州都市構造の魂といえる。水路の存在は、
蘇州の道路網にも影響し、独特な水郷景観を形成した。

②水路網の消滅により、蘇州都市構造の特徴である「水路・道路
システム」が無くなった。水路によって形成された城全域で何処で
も見られる独特な水郷景観水郷景観水郷景観水郷景観水郷景観水郷景観水郷景観水郷景観も無くなり、水路がまだ残っているとこ水路がまだ残っているとこ水路がまだ残っているとこ水路がまだ残っているとこ水路がまだ残っているとこ水路がまだ残っているとこ水路がまだ残っているとこ水路がまだ残っているとこ
ろだけでは見ることができるろだけでは見ることができるろだけでは見ることができるろだけでは見ることができるろだけでは見ることができるろだけでは見ることができるろだけでは見ることができるろだけでは見ることができる。現在の水郷都市蘇州は、宋時代と
比べると、名実相伴わないといえる。

③蘇州の古来から水路景観を水路景観を水路景観を水路景観を水路景観を水路景観を水路景観を水路景観をもつ現在の水路空間水路空間水路空間水路空間水路空間水路空間水路空間水路空間は、蘇州水郷
の最後の特色地区最後の特色地区最後の特色地区最後の特色地区最後の特色地区最後の特色地区最後の特色地区最後の特色地区といえる。

　つまり、水郷空間の構成と特徴の分析は、蘇州水郷都市の特色つまり、水郷空間の構成と特徴の分析は、蘇州水郷都市の特色つまり、水郷空間の構成と特徴の分析は、蘇州水郷都市の特色つまり、水郷空間の構成と特徴の分析は、蘇州水郷都市の特色つまり、水郷空間の構成と特徴の分析は、蘇州水郷都市の特色つまり、水郷空間の構成と特徴の分析は、蘇州水郷都市の特色つまり、水郷空間の構成と特徴の分析は、蘇州水郷都市の特色つまり、水郷空間の構成と特徴の分析は、蘇州水郷都市の特色
を保持するには必要かつ重要な研究と考えられる。を保持するには必要かつ重要な研究と考えられる。を保持するには必要かつ重要な研究と考えられる。を保持するには必要かつ重要な研究と考えられる。を保持するには必要かつ重要な研究と考えられる。を保持するには必要かつ重要な研究と考えられる。を保持するには必要かつ重要な研究と考えられる。を保持するには必要かつ重要な研究と考えられる。



第４章　水路の水辺空間と水辺空間平面
構成の分析

第4章



はじめにはじめに

整備された蘇州の伝
統的な風格がある

「十全河」「十全河」「十全河」「十全河」「十全河」「十全河」「十全河」「十全河」

現代都市風貌に合
わせる再開通した

「干将河」「干将河」「干将河」「干将河」「干将河」「干将河」「干将河」「干将河」

　それらの整備された水路及び水路周辺の地域では、新し

く、整然となったが、伝統的な水路空間の尽きない変化と尽きない変化と尽きない変化と尽きない変化と尽きない変化と尽きない変化と尽きない変化と尽きない変化と

豊かな韻律感は消えた豊かな韻律感は消えた豊かな韻律感は消えた豊かな韻律感は消えた豊かな韻律感は消えた豊かな韻律感は消えた豊かな韻律感は消えた豊かな韻律感は消えた。それは、水路、街路、また建物な

どそれぞれの構成要素を単体として捕らえ、各要素間の内内内内内内内内

在的な関係在的な関係在的な関係在的な関係在的な関係在的な関係在的な関係在的な関係を考えずに、この関係（パターン）を時間軸によ時間軸によ時間軸によ時間軸によ時間軸によ時間軸によ時間軸によ時間軸によ

る変化る変化る変化る変化る変化る変化る変化る変化も考えていないと考えられる。

　本章では、水路環境の各構成要素の内在的な関係を明らかにするため、水路の　本章では、水路環境の各構成要素の内在的な関係を明らかにするため、水路の　本章では、水路環境の各構成要素の内在的な関係を明らかにするため、水路の　本章では、水路環境の各構成要素の内在的な関係を明らかにするため、水路の　本章では、水路環境の各構成要素の内在的な関係を明らかにするため、水路の　本章では、水路環境の各構成要素の内在的な関係を明らかにするため、水路の　本章では、水路環境の各構成要素の内在的な関係を明らかにするため、水路の　本章では、水路環境の各構成要素の内在的な関係を明らかにするため、水路の
水辺空間の平面構成を解析する。目的は、蘇州都市の豊かな水辺居住環境の回水辺空間の平面構成を解析する。目的は、蘇州都市の豊かな水辺居住環境の回水辺空間の平面構成を解析する。目的は、蘇州都市の豊かな水辺居住環境の回水辺空間の平面構成を解析する。目的は、蘇州都市の豊かな水辺居住環境の回水辺空間の平面構成を解析する。目的は、蘇州都市の豊かな水辺居住環境の回水辺空間の平面構成を解析する。目的は、蘇州都市の豊かな水辺居住環境の回水辺空間の平面構成を解析する。目的は、蘇州都市の豊かな水辺居住環境の回水辺空間の平面構成を解析する。目的は、蘇州都市の豊かな水辺居住環境の回
復あるいは都市デザインに有用な知見を得ることである。復あるいは都市デザインに有用な知見を得ることである。復あるいは都市デザインに有用な知見を得ることである。復あるいは都市デザインに有用な知見を得ることである。復あるいは都市デザインに有用な知見を得ることである。復あるいは都市デザインに有用な知見を得ることである。復あるいは都市デザインに有用な知見を得ることである。復あるいは都市デザインに有用な知見を得ることである。



水路、水路空間と水辺空間水路、水路空間と水辺空間

水路

水路空間

水辺空間

　水路、水路空間と水辺空間のイメージ図

水路両側の空間 水路両側の空間



研究対象水路の確定研究対象水路の確定

　研究対象の位置図

青線：　幹線水路　　　
黄線：　研究対象の幹線水路

第一縦水路：学士河
第二縦水路：斉門河、臨頓河
第三縦水路：平江河、盛家帯河第三縦水路：平江河、盛家帯河第三縦水路：平江河、盛家帯河第三縦水路：平江河、盛家帯河第三縦水路：平江河、盛家帯河第三縦水路：平江河、盛家帯河第三縦水路：平江河、盛家帯河第三縦水路：平江河、盛家帯河

第一横水路：桃花塢河、東西北街河
第二横水路：干将河第二横水路：干将河第二横水路：干将河第二横水路：干将河第二横水路：干将河第二横水路：干将河第二横水路：干将河第二横水路：干将河
第三横水路：道全河、十全河第三横水路：道全河、十全河第三横水路：道全河、十全河第三横水路：道全河、十全河第三横水路：道全河、十全河第三横水路：道全河、十全河第三横水路：道全河、十全河第三横水路：道全河、十全河

第一横水路：桃花塢河、

第一横水路：桃花塢河、

第一横水路：桃花塢河、

第一横水路：桃花塢河、

第二横水路：
第二横水路：
第二横水路：
第二横水路：干将河干将河干将河干将河

　　　　

第三横水路：道全河、十全河
第三横水路：道全河、十全河
第三横水路：道全河、十全河
第三横水路：道全河、十全河
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研究対象である各水路環境の背景とイメージ研究対象である各水路環境の背景とイメージ

南北方向第三縦水路北部分
平江河平江河平江河平江河平江河平江河平江河平江河の断面とイメージ図

　歴史保存区にある、住
宅は伝統的な江南四合
院で、斜面屋根、一階ま
た二階建てが多く、昔の
蘇州民家の風貌が見ら
れる。



研究対象である各水路環境の背景とイメージ研究対象である各水路環境の背景とイメージ

　南北方向第三縦水路南部分
盛家帯河盛家帯河盛家帯河盛家帯河盛家帯河盛家帯河盛家帯河盛家帯河の断面とイメージ図

　水路西側に改造した三階または四階の新しい集合住宅が見
られる。街路の幅は平江河のより広く、空間の尺度も変わった。



研究対象である各水路環境の背景とイメージ研究対象である各水路環境の背景とイメージ

東西方向の第三横水路の西部分　道全河道全河道全河道全河道全河道全河道全河道全河の断面とイメージ図

　水路の南側は伝統的な住宅で、水路の北側には幅１２メートルの都市道路と、政府
会堂、病院など都市公衆施設が建っている。都市道路と水路間の用地は、昔は住宅
地であったが、現在は緑地と歩道を建設され、公衆緑地になった。



研究対象である各水路環境の背景とイメージ研究対象である各水路環境の背景とイメージ

　東西方向の第三横水路の東部分　十全河十全河十全河十全河十全河十全河十全河十全河の断面とイメージ図

　水路の南側に商店街と改造した二、三階、伝統的な形をもつ
新しい店舗があり、北側には一階、二階の民家が建つ。



研究対象である各水路環境の背景とイメージ研究対象である各水路環境の背景とイメージ

東西方向の第二横水路　干将河干将河干将河干将河干将河干将河干将河干将河の断面とイメージ図

　以前は埋め立てられて
いたが、現代蘇州の発展
に合わせるように再整備
された新しい水路である。
水路の両側に２１メートル
の都市幹線道路と現代ビ
ルが建っており、道路と水
路の間に緑地がある。現
代蘇州の代表的な風景が
ここで見えられる。



水辺空間の解析水辺空間の解析



水辺空間の構成要素と構成空間の抽出水辺空間の構成要素と構成空間の抽出

水辺空間の構成要素水辺空間の構成要素水辺空間の構成要素水辺空間の構成要素水辺空間の構成要素水辺空間の構成要素水辺空間の構成要素水辺空間の構成要素と水辺空間の構成空間水辺空間の構成空間水辺空間の構成空間水辺空間の構成空間水辺空間の構成空間水辺空間の構成空間水辺空間の構成空間水辺空間の構成空間

水辺空間の構成要素 

水辺空間限定要素 水辺空間連係要素 

水路 街路 建物 緑地 空地 橋       水埠 

水水水水水水水水辺辺辺辺辺辺辺辺基基基基基基基基本本本本本本本本空空空空空空空空間間間間間間間間        橋橋橋橋橋橋橋橋詰詰詰詰詰詰詰詰空空空空空空空空間間間間間間間間        水水水水水水水水埠埠埠埠埠埠埠埠空空空空空空空空間間間間間間間間        

水辺空間の構成空間 



基本空間構成の解析基本空間構成の解析

類型Ⅰ 類型Ⅱ 類型Ⅲ 類型Ⅳ 類型Ⅴ 類型Ⅵ 類型Ⅶ
Ⅰ

建物

水路

Ⅱ
建物

街路

水路

Ⅲ
建物

街路

緑地、空地

水路

Ⅳ
建物

街路

建物

水路

Ⅴ
緑地、空地など

水路

Ⅵ
支水路

街路

水路

Ⅶ
緑地

街路

緑地

水路

Ⅰ Ⅰ-1 Ⅰ-2 Ⅰ-3 Ⅰ-4 Ⅰ-5
建物 建物 建物 建物 建物 建物

水路 水路 水路 水路 水路 水路

類
型
Ⅰ

基本構成空間の類型とパタン基本構成空間の類型とパタン基本構成空間の類型とパタン基本構成空間の類型とパタン基本構成空間の類型とパタン基本構成空間の類型とパタン基本構成空間の類型とパタン基本構成空間の類型とパタン

基本構成空間：　７種類、３６パタン基本構成空間：　７種類、３６パタン基本構成空間：　７種類、３６パタン基本構成空間：　７種類、３６パタン基本構成空間：　７種類、３６パタン基本構成空間：　７種類、３６パタン基本構成空間：　７種類、３６パタン基本構成空間：　７種類、３６パタン

基本構成空間の類型基本構成空間の類型基本構成空間の類型基本構成空間の類型基本構成空間の類型基本構成空間の類型基本構成空間の類型基本構成空間の類型



橋詰空間構成の解析橋詰空間構成の解析
類型A 類型B 類型C 類型D 類型E 類型F 類型G

類型H 類型I 類型G 類型K 類型L 類型M 類型N

類型O 類型P 類型Q 類型R 類型S 類型T

A
建物

水 路

橋

B

路

街路

水

建物

橋

C

路

街路

建物

水

建物
橋

D

路

街路

緑、空地

建物

水
橋

E
街路

水 路

橋

F

水 路

建物

街路

橋

G

緑、空地

街路

水 路

橋

H

路水

建物 建物

街路

橋

I

水 路

建物 緑、空地

街路

橋

J

緑、空地

水

街路

緑、空地

路

橋

K
建物

水 路

建物

橋

街
路

L
建物 建物

水 路

街路

橋

街
路

M

水

建物

路

建物

建物

街路

橋

街
路

N

水

建物 建物

路

緑、空地

街路

橋

街
路

O
建物 建物

路

街路

水

街路

街路

橋

P
建物 建物

建物

路

街路

水

街路

街路

橋

Q
建物 建物

街路 街路

街路

水 路

緑、空地
橋

R
建物 建物

建物 建物

路水

街路

街路

街路

橋

S
建物 建物

路

建物

水

街路

緑、空地

街路

街路

橋

T
建物 建物

路水

街路

緑、空地 緑、空地

街路街路

橋

R R-1 R-2 R-3 R-4 R-5 R-6
建物 建物 建物 建物 建物 建物 建物 建物 建物 建物 建物 建物 建物 建物

建物 建物 建物 建物 建物 建物 建物 建物 建物 建物 建物 建物 建物

街路

街路

街路 街路

街路街路

水 水

街路

路

街路

街路街路街路

水路路 路水

街路

街路

街路街路 街路

建物

水

街路

水 水路

街路

路

街路

路

街路

街路

橋 橋 橋 橋橋

類
型
R 橋 橋

橋詰構成空間の類型とパタン橋詰構成空間の類型とパタン橋詰構成空間の類型とパタン橋詰構成空間の類型とパタン橋詰構成空間の類型とパタン橋詰構成空間の類型とパタン橋詰構成空間の類型とパタン橋詰構成空間の類型とパタン

橋詰構成空間の類型橋詰構成空間の類型橋詰構成空間の類型橋詰構成空間の類型橋詰構成空間の類型橋詰構成空間の類型橋詰構成空間の類型橋詰構成空間の類型

橋詰構成空間：　２０種類、４４パタン橋詰構成空間：　２０種類、４４パタン橋詰構成空間：　２０種類、４４パタン橋詰構成空間：　２０種類、４４パタン橋詰構成空間：　２０種類、４４パタン橋詰構成空間：　２０種類、４４パタン橋詰構成空間：　２０種類、４４パタン橋詰構成空間：　２０種類、４４パタン



水埠空間構成の解析水埠空間構成の解析

類型a 類型b 類型c 類型d 類型e 類型f 類型g

類型h 類型i 類型j 類型k 類型l 類型m

a

水路

建物
b

建物

街路

水路

c

建物 緑地

水路

街路
d

街路

水路

e

緑地

街路

水路

f

緑地 緑地

街路

水路

g

緑地 緑地

水路

街路

h

建物

街路

水路

i

建物 緑地

街路

水路

j

建物 緑地

水路

街路
k

建物 建物

街路

水路

l

建物 建物

水路

街路
m

街路

水路
橋

j j-1 j-2 j-3 j-4 j-5

建物 緑地 建物 緑地 建物 緑地 建物 空地 建物 緑地 建物 緑地

街路街路 街路街路 街路

水路 水路 水路 水路 水路 水路

街路類
型
j

水埠構成空間の類型とパタン水埠構成空間の類型とパタン水埠構成空間の類型とパタン水埠構成空間の類型とパタン水埠構成空間の類型とパタン水埠構成空間の類型とパタン水埠構成空間の類型とパタン水埠構成空間の類型とパタン

水埠構成空間：　１３種類、４１パタン水埠構成空間：　１３種類、４１パタン水埠構成空間：　１３種類、４１パタン水埠構成空間：　１３種類、４１パタン水埠構成空間：　１３種類、４１パタン水埠構成空間：　１３種類、４１パタン水埠構成空間：　１３種類、４１パタン水埠構成空間：　１３種類、４１パタン

水埠構成空間の類型水埠構成空間の類型水埠構成空間の類型水埠構成空間の類型水埠構成空間の類型水埠構成空間の類型水埠構成空間の類型水埠構成空間の類型



水埠類型の解析水埠類型の解析

A1 
 

 

 

A2 
 

 

 

A3 

 

 

B2 

 

B1 

 

B3 

 

C1 

  

C2 

 

C3 

  

D 

 

水埠類型とパターンの分類水埠類型とパターンの分類水埠類型とパターンの分類水埠類型とパターンの分類水埠類型とパターンの分類水埠類型とパターンの分類水埠類型とパターンの分類水埠類型とパターンの分類

A

B

C

D

水埠：　４種類、１０パタン水埠：　４種類、１０パタン水埠：　４種類、１０パタン水埠：　４種類、１０パタン水埠：　４種類、１０パタン水埠：　４種類、１０パタン水埠：　４種類、１０パタン水埠：　４種類、１０パタン



水辺空間における各構成空間の分
布の分析

水辺空間における各構成空間分布の分
析



構成空間現状分布図の抽出構成空間現状分布図の抽出

Ⅰ-1 14.0 m 14m 14.0 m Ⅲ-1
B-1 2.3 m 1普新橋 2.3 m H-1
Ⅱ-1 6.3 m 5.4 m Ⅲ-1

5.6 m Ⅲ-3
Ⅴ-3 1.2 m 東１　ｌ-2-A1

22.7 m Ⅲ-1
Ⅰ-1 52.3 m 9.7 m Ⅳ-1

2.2 m Ⅲ-3
102.4m 東2　ｊ-1-B2

Ⅰ-4 16.6 m 9.3 m Ⅲ-1
Ⅰ-1 4.8 m 30.9 m Ⅳ-1

a-2-B2　西１ 1.4 m Ⅲ-3
Ⅱ-1 18.4 m 東3　h-1-B2

11.1 m Ⅳ-1
Ⅴ-3 2.8 m 4.1 m Ⅲ-1
L-1 3.0 m 2潘家橋 3.0 m G-5

m-1-B1　西2 東4　m-4-B2
3.0 m Ⅲ-3
8.4 m Ⅳ-8

Ⅱ-1 77.6 m 5.0 m Ⅲ-3
51.8 m Ⅳ-1

橋

水路

水埠

橋と橋
間の距
離

各構成空間現状分布抽出図各構成空間現状分布抽出図各構成空間現状分布抽出図各構成空間現状分布抽出図各構成空間現状分布抽出図各構成空間現状分布抽出図各構成空間現状分布抽出図各構成空間現状分布抽出図

水路平面図水路平面図水路平面図水路平面図水路平面図水路平面図水路平面図水路平面図



各水路に関する水辺空間構成の分
析

各水路に関する水辺空間構成の分析



基本空間

各構成空間の占有状況に関する総合分析各構成空間の占有状況に関する総合分析各構成空間の占有状況に関する総合分析各構成空間の占有状況に関する総合分析各構成空間の占有状況に関する総合分析各構成空間の占有状況に関する総合分析各構成空間の占有状況に関する総合分析各構成空間の占有状況に関する総合分析

水路別 変化頻度
平 江 河 16.3m/個
盛家帯河 18.1m/個
道 全 河 21.0m/個
十 全 河 17.8m/個
干 将 河 93.2m/個

　3種類（Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ）、18(19)パターン
　1種類（Ⅲ）、1パターン

類型とパターン
　6種類（Ⅰ、Ⅱ､Ⅲ、Ⅳ、Ⅴ、Ⅵ）、20パターン
　4種類（Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ、Ⅴ）、12パターン
　5種類（Ⅰ、Ⅲ、Ⅳ、Ⅴ、Ⅶ）、16(17)パターン

橋詰空間

水埠空間

水路別
平 江 河
盛家帯河
道 全 河
十 全 河
干 将 河

65.6m/個
92.0m/個
116.9m/個

419.5m/個

 6種類(a,e,f,g,l,m)、9パターン
 9種類(a,b,d,f,g,i,j,l,m)、14パターン
 2種類(g,m)、3パターン

類型とパターン
 12種類(a,c,d,e,f,g,h,I,j,k,l,m)、26パターン

 6種類(a,f,g,i,j,m)、13パターン

水埠の出現頻度

59.0m/個

水路別
平 江 河
盛家帯河
道 全 河
十 全 河
干 将 河

　6種類（H,I,J,M,R,T）、9パターン

類型とパターン 橋の出現頻度

　6種類（H,I,J,M,R,S,T）、13パターン
　2種類（J,T）、2パターン

132.7m/個
191.5m/個
138.0m/個
138.1m/個
193.6m/個

　12種類（B,G,H,I,J,K,L,M,N,Q,R,S）、18パターン
　8類型（C,I,J,M,P,R,S,T）、9パターン



・ ・ ・

・ ・ ・

・ ・ ・

Ⅲ

Ⅶ

Ⅲ

Ⅳ

Ⅶ

Ⅶ

Ⅰ

Ⅳ

Ⅰ

Ⅳ

Ⅶ

Ⅶ

Ⅶ

Ⅶ

各水路水辺空間平面構成の模式と特徴各水路水辺空間平面構成の模式と特徴各水路水辺空間平面構成の模式と特徴各水路水辺空間平面構成の模式と特徴各水路水辺空間平面構成の模式と特徴各水路水辺空間平面構成の模式と特徴各水路水辺空間平面構成の模式と特徴各水路水辺空間平面構成の模式と特徴

平江河平江河 盛家帯河盛家帯河 十全河十全河道全河道全河 干将河干将河

基本空間：基本空間：基本空間：基本空間：基本空間：基本空間：基本空間：基本空間：
片側：Ⅰ、Ⅲ／Ⅲ、Ⅳ片側：Ⅰ、Ⅲ／Ⅲ、Ⅳ Ⅲ、Ⅳ／Ⅲ、ⅣⅢ、Ⅳ／Ⅲ、Ⅳ Ⅳ、Ⅰ／ⅦⅣ、Ⅰ／Ⅶ Ⅳ／Ⅳ／ ⅣⅣ 、、 ⅢⅢ Ⅲ／ⅢⅢ／Ⅲ

両側：　　Ⅰ―Ⅲ両側：　　Ⅰ―Ⅲ Ⅲ―ⅢⅢ―Ⅲ Ⅳ―ⅦⅣ―Ⅶ Ⅳ―ⅣⅣ―Ⅳ Ⅲ―ⅢⅢ―Ⅲ

橋詰空間：橋詰空間：橋詰空間：橋詰空間：橋詰空間：橋詰空間：橋詰空間：橋詰空間：

水埠空間：水埠空間：水埠空間：水埠空間：水埠空間：水埠空間：水埠空間：水埠空間：
緑（空）地の中／緑（空）地の中／

橋の側橋の側
建物の後／側／建物の後／側／

橋の側橋の側
緑（空）地の中／　　緑（空）地の中／　　

建物と緑（空）地の間建物と緑（空）地の間
建物の後／緑（空）建物の後／緑（空）

地の中／橋の側地の中／橋の側
緑（空）地の中緑（空）地の中

道前河：道前河：道前河：道前河：

　片側は建物が　片側は建物が　片側は建物が　片側は建物が
建っている閉鎖建っている閉鎖建っている閉鎖建っている閉鎖
的空間で、一方、的空間で、一方、的空間で、一方、的空間で、一方、
歩道を有した開歩道を有した開歩道を有した開歩道を有した開
放的緑地があ放的緑地があ放的緑地があ放的緑地があ
る。全体として、る。全体として、る。全体として、る。全体として、
開放と閉鎖が開放と閉鎖が開放と閉鎖が開放と閉鎖が
対比的な水辺対比的な水辺対比的な水辺対比的な水辺
空間である。　　空間である。　　空間である。　　空間である。　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　

道前河：道前河：道前河：道前河：道前河：道前河：道前河：道前河：

　片側は建物が　片側は建物が　片側は建物が　片側は建物が　片側は建物が　片側は建物が　片側は建物が　片側は建物が
建っている閉鎖建っている閉鎖建っている閉鎖建っている閉鎖建っている閉鎖建っている閉鎖建っている閉鎖建っている閉鎖
的空間で、一方、的空間で、一方、的空間で、一方、的空間で、一方、的空間で、一方、的空間で、一方、的空間で、一方、的空間で、一方、
歩道を有した開歩道を有した開歩道を有した開歩道を有した開歩道を有した開歩道を有した開歩道を有した開歩道を有した開
放的緑地があ放的緑地があ放的緑地があ放的緑地があ放的緑地があ放的緑地があ放的緑地があ放的緑地があ
る。全体として、る。全体として、る。全体として、る。全体として、る。全体として、る。全体として、る。全体として、る。全体として、
開放と閉鎖が開放と閉鎖が開放と閉鎖が開放と閉鎖が開放と閉鎖が開放と閉鎖が開放と閉鎖が開放と閉鎖が
対比的な水辺対比的な水辺対比的な水辺対比的な水辺対比的な水辺対比的な水辺対比的な水辺対比的な水辺
空間である。　　空間である。　　空間である。　　空間である。　　空間である。　　空間である。　　空間である。　　空間である。　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　

盛家帯河：盛家帯河：盛家帯河：盛家帯河：

　両岸で、緑地　両岸で、緑地　両岸で、緑地　両岸で、緑地
―街路の空間―街路の空間―街路の空間―街路の空間
類型で、たまに、類型で、たまに、類型で、たまに、類型で、たまに、
緑地の間に建緑地の間に建緑地の間に建緑地の間に建
物がある。全体物がある。全体物がある。全体物がある。全体
で開放的水辺で開放的水辺で開放的水辺で開放的水辺
空間である。　　空間である。　　空間である。　　空間である。　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　

盛家帯河：盛家帯河：盛家帯河：盛家帯河：盛家帯河：盛家帯河：盛家帯河：盛家帯河：

　両岸で、緑地　両岸で、緑地　両岸で、緑地　両岸で、緑地　両岸で、緑地　両岸で、緑地　両岸で、緑地　両岸で、緑地
―街路の空間―街路の空間―街路の空間―街路の空間―街路の空間―街路の空間―街路の空間―街路の空間
類型で、たまに、類型で、たまに、類型で、たまに、類型で、たまに、類型で、たまに、類型で、たまに、類型で、たまに、類型で、たまに、
緑地の間に建緑地の間に建緑地の間に建緑地の間に建緑地の間に建緑地の間に建緑地の間に建緑地の間に建
物がある。全体物がある。全体物がある。全体物がある。全体物がある。全体物がある。全体物がある。全体物がある。全体
で開放的水辺で開放的水辺で開放的水辺で開放的水辺で開放的水辺で開放的水辺で開放的水辺で開放的水辺
空間である。　　空間である。　　空間である。　　空間である。　　空間である。　　空間である。　　空間である。　　空間である。　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　

十全河：十全河：十全河：十全河：

　片側は建物が　片側は建物が　片側は建物が　片側は建物が
建っている閉鎖建っている閉鎖建っている閉鎖建っている閉鎖
的空間で、対岸的空間で、対岸的空間で、対岸的空間で、対岸
は半分が建物、は半分が建物、は半分が建物、は半分が建物、
残り半分が緑残り半分が緑残り半分が緑残り半分が緑
地と建物が交地と建物が交地と建物が交地と建物が交
互に出現する互に出現する互に出現する互に出現する
半閉鎖半開放半閉鎖半開放半閉鎖半開放半閉鎖半開放
的空間である。的空間である。的空間である。的空間である。
全体で、主に閉全体で、主に閉全体で、主に閉全体で、主に閉
鎖的水辺空間鎖的水辺空間鎖的水辺空間鎖的水辺空間
である。　　である。　　である。　　である。　　

十全河：十全河：十全河：十全河：十全河：十全河：十全河：十全河：

　片側は建物が　片側は建物が　片側は建物が　片側は建物が　片側は建物が　片側は建物が　片側は建物が　片側は建物が
建っている閉鎖建っている閉鎖建っている閉鎖建っている閉鎖建っている閉鎖建っている閉鎖建っている閉鎖建っている閉鎖
的空間で、対岸的空間で、対岸的空間で、対岸的空間で、対岸的空間で、対岸的空間で、対岸的空間で、対岸的空間で、対岸
は半分が建物、は半分が建物、は半分が建物、は半分が建物、は半分が建物、は半分が建物、は半分が建物、は半分が建物、
残り半分が緑残り半分が緑残り半分が緑残り半分が緑残り半分が緑残り半分が緑残り半分が緑残り半分が緑
地と建物が交地と建物が交地と建物が交地と建物が交地と建物が交地と建物が交地と建物が交地と建物が交
互に出現する互に出現する互に出現する互に出現する互に出現する互に出現する互に出現する互に出現する
半閉鎖半開放半閉鎖半開放半閉鎖半開放半閉鎖半開放半閉鎖半開放半閉鎖半開放半閉鎖半開放半閉鎖半開放
的空間である。的空間である。的空間である。的空間である。的空間である。的空間である。的空間である。的空間である。
全体で、主に閉全体で、主に閉全体で、主に閉全体で、主に閉全体で、主に閉全体で、主に閉全体で、主に閉全体で、主に閉
鎖的水辺空間鎖的水辺空間鎖的水辺空間鎖的水辺空間鎖的水辺空間鎖的水辺空間鎖的水辺空間鎖的水辺空間
である。　　である。　　である。　　である。　　である。　　である。　　である。　　である。　　

平江河：平江河：平江河：平江河：

　両岸で、建物　両岸で、建物　両岸で、建物　両岸で、建物
と緑地、空地をと緑地、空地をと緑地、空地をと緑地、空地を
挟んでいる空間挟んでいる空間挟んでいる空間挟んでいる空間
類型で、半閉鎖類型で、半閉鎖類型で、半閉鎖類型で、半閉鎖
半開放的水辺半開放的水辺半開放的水辺半開放的水辺
空間である。し空間である。し空間である。し空間である。し
かし、片側の建かし、片側の建かし、片側の建かし、片側の建
物の占有率が物の占有率が物の占有率が物の占有率が
やや高く、一側やや高く、一側やや高く、一側やや高く、一側
で空地、緑地ので空地、緑地ので空地、緑地ので空地、緑地の
占有率がやや占有率がやや占有率がやや占有率がやや
高い。高い。高い。高い。

平江河：平江河：平江河：平江河：平江河：平江河：平江河：平江河：

　両岸で、建物　両岸で、建物　両岸で、建物　両岸で、建物　両岸で、建物　両岸で、建物　両岸で、建物　両岸で、建物
と緑地、空地をと緑地、空地をと緑地、空地をと緑地、空地をと緑地、空地をと緑地、空地をと緑地、空地をと緑地、空地を
挟んでいる空間挟んでいる空間挟んでいる空間挟んでいる空間挟んでいる空間挟んでいる空間挟んでいる空間挟んでいる空間
類型で、半閉鎖類型で、半閉鎖類型で、半閉鎖類型で、半閉鎖類型で、半閉鎖類型で、半閉鎖類型で、半閉鎖類型で、半閉鎖
半開放的水辺半開放的水辺半開放的水辺半開放的水辺半開放的水辺半開放的水辺半開放的水辺半開放的水辺
空間である。し空間である。し空間である。し空間である。し空間である。し空間である。し空間である。し空間である。し
かし、片側の建かし、片側の建かし、片側の建かし、片側の建かし、片側の建かし、片側の建かし、片側の建かし、片側の建
物の占有率が物の占有率が物の占有率が物の占有率が物の占有率が物の占有率が物の占有率が物の占有率が
やや高く、一側やや高く、一側やや高く、一側やや高く、一側やや高く、一側やや高く、一側やや高く、一側やや高く、一側
で空地、緑地ので空地、緑地ので空地、緑地ので空地、緑地ので空地、緑地ので空地、緑地ので空地、緑地ので空地、緑地の
占有率がやや占有率がやや占有率がやや占有率がやや占有率がやや占有率がやや占有率がやや占有率がやや
高い。高い。高い。高い。高い。高い。高い。高い。

干将河：干将河：干将河：干将河：

　両側とも、緑　両側とも、緑　両側とも、緑　両側とも、緑
地のみの空間地のみの空間地のみの空間地のみの空間
類型であり、変類型であり、変類型であり、変類型であり、変
化がなく、全く化がなく、全く化がなく、全く化がなく、全く
開放的水辺空開放的水辺空開放的水辺空開放的水辺空
間である。　　間である。　　間である。　　間である。　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　

干将河：干将河：干将河：干将河：干将河：干将河：干将河：干将河：

　両側とも、緑　両側とも、緑　両側とも、緑　両側とも、緑　両側とも、緑　両側とも、緑　両側とも、緑　両側とも、緑
地のみの空間地のみの空間地のみの空間地のみの空間地のみの空間地のみの空間地のみの空間地のみの空間
類型であり、変類型であり、変類型であり、変類型であり、変類型であり、変類型であり、変類型であり、変類型であり、変
化がなく、全く化がなく、全く化がなく、全く化がなく、全く化がなく、全く化がなく、全く化がなく、全く化がなく、全く
開放的水辺空開放的水辺空開放的水辺空開放的水辺空開放的水辺空開放的水辺空開放的水辺空開放的水辺空
間である。　　間である。　　間である。　　間である。　　間である。　　間である。　　間である。　　間である。　　
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緑（空）地の中の水埠：　　緑（空）地の中の水埠：　　緑（空）地の中の水埠：　　緑（空）地の中の水埠：　　緑（空）地の中の水埠：　　緑（空）地の中の水埠：　　緑（空）地の中の水埠：　　緑（空）地の中の水埠：　　
　様々な類型　様々な類型　様々な類型　様々な類型　様々な類型　様々な類型　様々な類型　様々な類型

建物の間の水埠：　　　　　建物の間の水埠：　　　　　建物の間の水埠：　　　　　建物の間の水埠：　　　　　建物の間の水埠：　　　　　建物の間の水埠：　　　　　建物の間の水埠：　　　　　建物の間の水埠：　　　　　
　　　類型Ｂ　　　類型Ｂ　　　類型Ｂ　　　類型Ｂ　　　類型Ｂ　　　類型Ｂ　　　類型Ｂ　　　類型Ｂ

橋の隣と建物後ろの水埠：橋の隣と建物後ろの水埠：橋の隣と建物後ろの水埠：橋の隣と建物後ろの水埠：橋の隣と建物後ろの水埠：橋の隣と建物後ろの水埠：橋の隣と建物後ろの水埠：橋の隣と建物後ろの水埠：
　類型Ａと類型Ｂ　類型Ａと類型Ｂ　類型Ａと類型Ｂ　類型Ａと類型Ｂ　類型Ａと類型Ｂ　類型Ａと類型Ｂ　類型Ａと類型Ｂ　類型Ａと類型Ｂ

街路側の水埠：　　　　　　街路側の水埠：　　　　　　街路側の水埠：　　　　　　街路側の水埠：　　　　　　街路側の水埠：　　　　　　街路側の水埠：　　　　　　街路側の水埠：　　　　　　街路側の水埠：　　　　　　
　　　　類型Ａ　　　　類型Ａ　　　　類型Ａ　　　　類型Ａ　　　　類型Ａ　　　　類型Ａ　　　　類型Ａ　　　　類型Ａ



・ ・ ・

・ ・ ・

・ ・ ・

Ⅲ

Ⅳ

Ⅲ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

・ ・ ・

・ ・ ・

・ ・ ・

Ⅲ

Ⅶ

Ⅲ

Ⅳ

Ⅶ

Ⅶ

Ⅰ

Ⅳ

Ⅰ

Ⅳ

Ⅶ

Ⅶ

Ⅶ

Ⅶ
・ ・ ・

・ ・ ・

・ ・ ・

Ⅲ

Ⅳ

Ⅲ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

まとめまとめまとめまとめまとめまとめまとめまとめ

平江河平江河 盛家帯河盛家帯河 十全河十全河道全河道全河 干将河干将河

・ ・ ・

・ ・ ・

・ ・ ・

Ⅲ Ⅲ

・ ・ ・

・ ・ ・

・ ・ ・

Ⅰ

Ⅲ
Ⅳ

Ⅰ

Ⅰ

Ⅲ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

　本章では、水路の水辺空間の平面的解析により、蘇州城各幹線水路の空間構本章では、水路の水辺空間の平面的解析により、蘇州城各幹線水路の空間構本章では、水路の水辺空間の平面的解析により、蘇州城各幹線水路の空間構本章では、水路の水辺空間の平面的解析により、蘇州城各幹線水路の空間構
成模式と特徴を明らかにした。これらの空間構成模式が理解されることで、歴史的成模式と特徴を明らかにした。これらの空間構成模式が理解されることで、歴史的成模式と特徴を明らかにした。これらの空間構成模式が理解されることで、歴史的成模式と特徴を明らかにした。これらの空間構成模式が理解されることで、歴史的
水路を整備するとき、元の水辺居住環境の特徴を保存することができると考えられ水路を整備するとき、元の水辺居住環境の特徴を保存することができると考えられ水路を整備するとき、元の水辺居住環境の特徴を保存することができると考えられ水路を整備するとき、元の水辺居住環境の特徴を保存することができると考えられ
る。また全く新しい水路をデザインするとき、有用な知見となる。る。また全く新しい水路をデザインするとき、有用な知見となる。る。また全く新しい水路をデザインするとき、有用な知見となる。る。また全く新しい水路をデザインするとき、有用な知見となる。　　　　　　　　　　　　　　　　

　本章では、水路の水辺空間の平面的解析により、蘇州城各幹線水路の空間構本章では、水路の水辺空間の平面的解析により、蘇州城各幹線水路の空間構本章では、水路の水辺空間の平面的解析により、蘇州城各幹線水路の空間構本章では、水路の水辺空間の平面的解析により、蘇州城各幹線水路の空間構
成模式と特徴を明らかにした。これらの空間構成模式が理解されることで、歴史的成模式と特徴を明らかにした。これらの空間構成模式が理解されることで、歴史的成模式と特徴を明らかにした。これらの空間構成模式が理解されることで、歴史的成模式と特徴を明らかにした。これらの空間構成模式が理解されることで、歴史的
水路を整備するとき、元の水辺居住環境の特徴を保存することができると考えられ水路を整備するとき、元の水辺居住環境の特徴を保存することができると考えられ水路を整備するとき、元の水辺居住環境の特徴を保存することができると考えられ水路を整備するとき、元の水辺居住環境の特徴を保存することができると考えられ
る。また全く新しい水路をデザインするとき、有用な知見となる。る。また全く新しい水路をデザインするとき、有用な知見となる。る。また全く新しい水路をデザインするとき、有用な知見となる。る。また全く新しい水路をデザインするとき、有用な知見となる。　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　研究対象である五つの水路では、平江河、盛家帯河、道全河と十全河は種々の研究対象である五つの水路では、平江河、盛家帯河、道全河と十全河は種々の研究対象である五つの水路では、平江河、盛家帯河、道全河と十全河は種々の研究対象である五つの水路では、平江河、盛家帯河、道全河と十全河は種々の
変化があり、各水路とも、それぞれ特徴がある。特に変化があり、各水路とも、それぞれ特徴がある。特に変化があり、各水路とも、それぞれ特徴がある。特に変化があり、各水路とも、それぞれ特徴がある。特に平江河平江河平江河平江河は各方面から見ても、は各方面から見ても、は各方面から見ても、は各方面から見ても、
変化が最も豊富な水路であるといえる。変化が最も豊富な水路であるといえる。変化が最も豊富な水路であるといえる。変化が最も豊富な水路であるといえる。干将河干将河干将河干将河は変化が少なく、単調な水路であは変化が少なく、単調な水路であは変化が少なく、単調な水路であは変化が少なく、単調な水路であ
る。る。る。る。

　　　　　　　　研究対象である五つの水路では、平江河、盛家帯河、道全河と十全河は種々の研究対象である五つの水路では、平江河、盛家帯河、道全河と十全河は種々の研究対象である五つの水路では、平江河、盛家帯河、道全河と十全河は種々の研究対象である五つの水路では、平江河、盛家帯河、道全河と十全河は種々の
変化があり、各水路とも、それぞれ特徴がある。特に変化があり、各水路とも、それぞれ特徴がある。特に変化があり、各水路とも、それぞれ特徴がある。特に変化があり、各水路とも、それぞれ特徴がある。特に平江河平江河平江河平江河平江河平江河平江河平江河は各方面から見ても、は各方面から見ても、は各方面から見ても、は各方面から見ても、
変化が最も豊富な水路であるといえる。変化が最も豊富な水路であるといえる。変化が最も豊富な水路であるといえる。変化が最も豊富な水路であるといえる。干将河干将河干将河干将河干将河干将河干将河干将河は変化が少なく、単調な水路であは変化が少なく、単調な水路であは変化が少なく、単調な水路であは変化が少なく、単調な水路であ
る。る。る。る。



第5章　水路空間構成の解析による水路
空間変化の定量的分析と評価



　研究のフロー研究のフロー研究のフロー研究のフロー研究のフロー研究のフロー研究のフロー研究のフロー

水路空間構成の解析水路空間構成の解析水路空間構成の解析水路空間構成の解析    

水路空間の構成 

水路空間構成要素の特性 

水路空間幅の変化 

水路空間軸の転換 
水
路
空
間
の
構
成
要
素 

水路空間限定の変化 

両側建物の分布 

橋の分布 

構成要素変化の計測 

構成要素現状波形図の抽出 

ゆらぎ値 

構成要素現状の評価 

１次元離散的フーリエ変換 

構成要素ゆらぎの解析構成要素ゆらぎの解析構成要素ゆらぎの解析構成要素ゆらぎの解析    

研究のフロー研究のフロー
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フーリエ解析後のパワー・スペクトル
（常数目盛りとして）

両対数したパワー・スペクトル

　波形のフーリエ解析とゆらぎの値　波形のフーリエ解析とゆらぎの値　波形のフーリエ解析とゆらぎの値　波形のフーリエ解析とゆらぎの値　波形のフーリエ解析とゆらぎの値　波形のフーリエ解析とゆらぎの値　波形のフーリエ解析とゆらぎの値　波形のフーリエ解析とゆらぎの値

　ゆらぎゆらぎゆらぎゆらぎゆらぎゆらぎゆらぎゆらぎ：　不規則な変化、予測できない変化である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　不規則な変化、予測できない変化である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　ゆらぎ解析：ゆらぎ解析：ゆらぎ解析：ゆらぎ解析：ゆらぎ解析：ゆらぎ解析：ゆらぎ解析：ゆらぎ解析：　ある波形をいろいろな周波数に分解し、各周波数の強さ或いは各周波　ある波形をいろいろな周波数に分解し、各周波数の強さ或いは各周波
数が持っているパワーを解析する方法である。数が持っているパワーを解析する方法である。
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ゆらぎの値と1/f ゆらぎゆらぎの値と1/f ゆらぎ

ゆらぎの値の意味ゆらぎの値の意味ゆらぎの値の意味ゆらぎの値の意味ゆらぎの値の意味ゆらぎの値の意味ゆらぎの値の意味ゆらぎの値の意味
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水路空間構成要素のゆらぎ解析



データの計測――中心線の求めと幅の計測データの計測――中心線の求めと幅の計測

水路護岸の分類と中水路護岸の分類と中水路護岸の分類と中水路護岸の分類と中水路護岸の分類と中水路護岸の分類と中水路護岸の分類と中水路護岸の分類と中
心線を求める方法心線を求める方法心線を求める方法心線を求める方法心線を求める方法心線を求める方法心線を求める方法心線を求める方法
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方法とデータの処理方法とデータの処理方法とデータの処理方法とデータの処理方法とデータの処理方法とデータの処理方法とデータの処理方法とデータの処理



　水路の進行方向を計水路の進行方向を計水路の進行方向を計水路の進行方向を計水路の進行方向を計水路の進行方向を計水路の進行方向を計水路の進行方向を計

測する方法測する方法測する方法測する方法測する方法測する方法測する方法測する方法
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データの計測――進行方向の計測と建物、橋の分布密度の計測データの計測――進行方向の計測と建物、橋の分布密度の計測

　建物と橋の分布密度建物と橋の分布密度建物と橋の分布密度建物と橋の分布密度建物と橋の分布密度建物と橋の分布密度建物と橋の分布密度建物と橋の分布密度
を計測する方法を計測する方法を計測する方法を計測する方法を計測する方法を計測する方法を計測する方法を計測する方法
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各構成要素データの計測、波形図の抽出とフーリエ変換各構成要素データの計測、波形図の抽出とフーリエ変換
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幅の波形図幅の波形図幅の波形図幅の波形図幅の波形図幅の波形図幅の波形図幅の波形図
　　Ｘ軸：　進行距離（ｍ）　　　　Ｘ軸：　進行距離（ｍ）　　　　Ｘ軸：　進行距離（ｍ）　　　　Ｘ軸：　進行距離（ｍ）　　　　Ｘ軸：　進行距離（ｍ）　　　　Ｘ軸：　進行距離（ｍ）　　　　Ｘ軸：　進行距離（ｍ）　　　　Ｘ軸：　進行距離（ｍ）　　
　　Ｙ軸：　川幅の数値（ｍ）　　Ｙ軸：　川幅の数値（ｍ）　　Ｙ軸：　川幅の数値（ｍ）　　Ｙ軸：　川幅の数値（ｍ）　　Ｙ軸：　川幅の数値（ｍ）　　Ｙ軸：　川幅の数値（ｍ）　　Ｙ軸：　川幅の数値（ｍ）　　Ｙ軸：　川幅の数値（ｍ）

研究対象：　歴史的な水路「平江河」「平江河」「平江河」「平江河」「平江河」「平江河」「平江河」「平江河」と現代的な水路「干将河」「干将河」「干将河」「干将河」「干将河」「干将河」「干将河」「干将河」として、水路空間
構成要素のゆらぎ解析と現状の評価、比較を行う。
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干将河干将河干将河干将河干将河干将河干将河干将河
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0

20

40

60

80

100

0 500 1000 1500

距離（ｍ）

角
度

（
°
）

　　　　　　　　　進行方向の波形　　　　　　　　　進行方向の波形　　　　　　　　　進行方向の波形　　　　　　　　　進行方向の波形　　　　　　　　　進行方向の波形　　　　　　　　　進行方向の波形　　　　　　　　　進行方向の波形　　　　　　　　　進行方向の波形
Ｘ軸：　進行距離（ｍ）　　Ｙ軸：　水路の流れ方向変化の角度数値（ｍ）Ｘ軸：　進行距離（ｍ）　　Ｙ軸：　水路の流れ方向変化の角度数値（ｍ）Ｘ軸：　進行距離（ｍ）　　Ｙ軸：　水路の流れ方向変化の角度数値（ｍ）Ｘ軸：　進行距離（ｍ）　　Ｙ軸：　水路の流れ方向変化の角度数値（ｍ）Ｘ軸：　進行距離（ｍ）　　Ｙ軸：　水路の流れ方向変化の角度数値（ｍ）Ｘ軸：　進行距離（ｍ）　　Ｙ軸：　水路の流れ方向変化の角度数値（ｍ）Ｘ軸：　進行距離（ｍ）　　Ｙ軸：　水路の流れ方向変化の角度数値（ｍ）Ｘ軸：　進行距離（ｍ）　　Ｙ軸：　水路の流れ方向変化の角度数値（ｍ）
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各構成要素データの計測、波形図の抽出とフーリエ変換各構成要素データの計測、波形図の抽出とフーリエ変換
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平江河平江河平江河平江河平江河平江河平江河平江河 干将河干将河干将河干将河干将河干将河干将河干将河



　　　　　　　　　　橋密度の波形図　　　　　　　　　　橋密度の波形図　　　　　　　　　　橋密度の波形図　　　　　　　　　　橋密度の波形図　　　　　　　　　　橋密度の波形図　　　　　　　　　　橋密度の波形図　　　　　　　　　　橋密度の波形図　　　　　　　　　　橋密度の波形図
Ｘ軸：　進行距離（ｍ）　　Ｙ軸：　Ｘ軸：　進行距離（ｍ）　　Ｙ軸：　Ｘ軸：　進行距離（ｍ）　　Ｙ軸：　Ｘ軸：　進行距離（ｍ）　　Ｙ軸：　Ｘ軸：　進行距離（ｍ）　　Ｙ軸：　Ｘ軸：　進行距離（ｍ）　　Ｙ軸：　Ｘ軸：　進行距離（ｍ）　　Ｙ軸：　Ｘ軸：　進行距離（ｍ）　　Ｙ軸：　橋分布密度の橋分布密度の橋分布密度の橋分布密度の橋分布密度の橋分布密度の橋分布密度の橋分布密度の数値（ｍ）数値（ｍ）数値（ｍ）数値（ｍ）数値（ｍ）数値（ｍ）数値（ｍ）数値（ｍ）

各構成要素データの計測、波形図の抽出とフーリエ変換各構成要素データの計測、波形図の抽出とフーリエ変換
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平江河平江河平江河平江河平江河平江河平江河平江河

建物密度の波形図建物密度の波形図建物密度の波形図建物密度の波形図建物密度の波形図建物密度の波形図建物密度の波形図建物密度の波形図
Ｘ軸：　進行距離（ｍ）　　Ｙ軸：　Ｘ軸：　進行距離（ｍ）　　Ｙ軸：　Ｘ軸：　進行距離（ｍ）　　Ｙ軸：　Ｘ軸：　進行距離（ｍ）　　Ｙ軸：　Ｘ軸：　進行距離（ｍ）　　Ｙ軸：　Ｘ軸：　進行距離（ｍ）　　Ｙ軸：　Ｘ軸：　進行距離（ｍ）　　Ｙ軸：　Ｘ軸：　進行距離（ｍ）　　Ｙ軸：　建物分布密度の建物分布密度の建物分布密度の建物分布密度の建物分布密度の建物分布密度の建物分布密度の建物分布密度の数値（ｍ）数値（ｍ）数値（ｍ）数値（ｍ）数値（ｍ）数値（ｍ）数値（ｍ）数値（ｍ）

各構成要素データの計測、波形図の抽出とフーリエ変換各構成要素データの計測、波形図の抽出とフーリエ変換

　建物密度　建物密度　建物密度　建物密度　建物密度　建物密度　建物密度　建物密度
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構成要素 平江河 干将河
幅 -2 -1.8

進行方向 -1.5 -1.6
橋分布の密度 -1.4 -1.8
建物分布の密度 -1.7

各水路各構成要素のゆらぎの値各水路各構成要素のゆらぎの値各水路各構成要素のゆらぎの値各水路各構成要素のゆらぎの値各水路各構成要素のゆらぎの値各水路各構成要素のゆらぎの値各水路各構成要素のゆらぎの値各水路各構成要素のゆらぎの値

各水路ゆらぎ解析の比較と評価各水路ゆらぎ解析の比較と評価
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構成要素 平江河 干将河
幅 -2 -1.8

進行方向 -1.5 -1.6
橋分布の密度 -1.4 -1.8
建物分布の密度 -1.7

各水路各構成要素のゆらぎの値各水路各構成要素のゆらぎの値各水路各構成要素のゆらぎの値各水路各構成要素のゆらぎの値各水路各構成要素のゆらぎの値各水路各構成要素のゆらぎの値各水路各構成要素のゆらぎの値各水路各構成要素のゆらぎの値

各水路ゆらぎ解析の比較と評価各水路ゆらぎ解析の比較と評価
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構成要素 平江河 干将河
幅 -2 -1.8

進行方向 -1.5 -1.6
橋分布の密度 -1.4 -1.8
建物分布の密度 -1.7

各水路各構成要素のゆらぎの値各水路各構成要素のゆらぎの値各水路各構成要素のゆらぎの値各水路各構成要素のゆらぎの値各水路各構成要素のゆらぎの値各水路各構成要素のゆらぎの値各水路各構成要素のゆらぎの値各水路各構成要素のゆらぎの値

各水路ゆらぎ解析の比較と評価各水路ゆらぎ解析の比較と評価
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まとめまとめ

　本章では、水郷都市蘇州における水路の中で最も注目されている平江河と干将
河を分析対象にし、その水路空間と水辺空間の構成要素のゆらぎ解析を行なった。
分析結果として、水路空間より水辺空間の変化水辺空間の変化水辺空間の変化水辺空間の変化は理想値に近いゆらぎの値を有す
ることから、水辺空間の変化が１/f  ゆらぎであり、「美しさ」と「快適感」を持つことが

明らかになった。

　その分析結果によって、水路は人間に与える影響が水路空間ではなく水路は人間に与える影響が水路空間ではなく水路は人間に与える影響が水路空間ではなく水路は人間に与える影響が水路空間ではなく、水路と
水路両側の建物、街路などから構成した水辺空間水辺空間水辺空間水辺空間であるということが明らかになる。
したがって、水郷環境の整備をする際は、水路、護岸の修繕、建物の改造という単
純な要素だけの整備ではなく、最も重要なのは水路と周辺各要素の関係、水路の
断面空間構成という水辺空間の変化である。これは、干将路で不足するところであ
る。

　本章では、水郷都市蘇州における水路の中で最も注目されている平江河と干将
河を分析対象にし、その水路空間と水辺空間の構成要素のゆらぎ解析を行なった。
分析結果として、水路空間より水辺空間の変化水辺空間の変化水辺空間の変化水辺空間の変化水辺空間の変化水辺空間の変化水辺空間の変化水辺空間の変化は理想値に近いゆらぎの値を有す
ることから、水辺空間の変化が１/f  ゆらぎであり、「美しさ」と「快適感」を持つことが

明らかになった。
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純な要素だけの整備ではなく、最も重要なのは水路と周辺各要素の関係、水路の
断面空間構成という水辺空間の変化である。これは、干将路で不足するところであ
る。
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第6章
第６章　1/f ゆらぎによる水路空間構成要

素の定量調整法



はじめにはじめに

背景背景背景背景　前章では、ゆらぎ分析によって、水路空間構成要素の特
徴と現状を定量的把握、評価することができた。しかし、水郷の
都市計画と都市発展において、現存する水路空間、特に歴史的
な水路空間が再整備される際、主な課題となるのは
（1）その空間の特徴を如何にして保持するかその空間の特徴を如何にして保持するかその空間の特徴を如何にして保持するかその空間の特徴を如何にして保持するかその空間の特徴を如何にして保持するかその空間の特徴を如何にして保持するかその空間の特徴を如何にして保持するかその空間の特徴を如何にして保持するか
（2）空間の変化が空間の変化が空間の変化が空間の変化が空間の変化が空間の変化が空間の変化が空間の変化が1/1/ff　　　　　　　　ゆらぎ特徴を有しないとき、その空間をどゆらぎ特徴を有しないとき、その空間をどゆらぎ特徴を有しないとき、その空間をどゆらぎ特徴を有しないとき、その空間をどゆらぎ特徴を有しないとき、その空間をどゆらぎ特徴を有しないとき、その空間をどゆらぎ特徴を有しないとき、その空間をどゆらぎ特徴を有しないとき、その空間をど

う調整すれば、最も自然らしく心地よくなるか　　　　　　　　　　　う調整すれば、最も自然らしく心地よくなるか　　　　　　　　　　　う調整すれば、最も自然らしく心地よくなるか　　　　　　　　　　　う調整すれば、最も自然らしく心地よくなるか　　　　　　　　　　　う調整すれば、最も自然らしく心地よくなるか　　　　　　　　　　　う調整すれば、最も自然らしく心地よくなるか　　　　　　　　　　　う調整すれば、最も自然らしく心地よくなるか　　　　　　　　　　　う調整すれば、最も自然らしく心地よくなるか　　　　　　　　　　　
の２点である。 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　つまり、現状の空間要素を、必要に応じて調整する方法は重
要な研究課題と考えられる。

目的目的目的目的　本章は、ゆらぎの値を調整することにより、理想的な1/f　
ゆらぎを持つ、水路空間構成要素を作り出す方法を提案する。



研究の流れ研究の流れ

　　1.　要素現状特性を保持する
　 ●元の波形の位相を利用する。

　　2．1/f ゆらぎ特性への変換する
　 ● k’ ＝-1の新しいパワーをもとめる。

　　　　
　　3．1/f ゆらぎ特徴を持つ新しい波形を得る
　 ●元位相と新たなパワーを用いて、新しいデーターが得られる。
逆フーリエ変換にかけ、 1/f ゆらぎ特性をもつ理想な波形W‘(t)が得

られる｡

4．各成分を利用するの再調整

　　●直流成分と切片の再調整により、様々なニーズを応じしなが
ら、理想的な水路空間構成要素の波形を得ることができる。
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研究の方法研究の方法

1111．要素現状特性の保持――元の波形の．要素現状特性の保持――元の波形の．要素現状特性の保持――元の波形の．要素現状特性の保持――元の波形の位相位相位相位相位相位相位相位相の求める方法の求める方法の求める方法の求める方法　　　　



研究の方法研究の方法

　新しいパワーを　　　　　 　　　で求める｡求め得たニューパワー p‘ l

からなるパワー・スペクトルの回帰近似直線 y = k’x+ c“の傾きk’
は-1であるから、新しいパワー・スペクトルは1/f ゆらぎであることが
分かる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　 c‘は定数で、c"=log c' である。

2222．　．　．　．　1/1/1/1/f　　　　ゆらぎ特性への変換ゆらぎ特性への変換ゆらぎ特性への変換ゆらぎ特性への変換　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　――――――――1/1/1/1/f　　　　ゆらぎである新しいパワーの求める方法ゆらぎである新しいパワーの求める方法ゆらぎである新しいパワーの求める方法ゆらぎである新しいパワーの求める方法
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研究の方法研究の方法

・位相θr、θiと新しいパワーp‘l を用いて、次の式で新しいデ

ータ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　が得られる｡

　

・　　　 　　　　　　　　　　　を逆フーリエ変換にかけ、1/f　
ゆらぎ特性をもつ理想な波形W'(t)が得られる｡

3333．．．． 1/1/1/1/f　　　　ゆらぎ特性への変換ゆらぎ特性への変換ゆらぎ特性への変換ゆらぎ特性への変換
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　――――――――1111/f　　　　ゆらぎ特徴を持つ新しい波形を得る方法ゆらぎ特徴を持つ新しい波形を得る方法ゆらぎ特徴を持つ新しい波形を得る方法ゆらぎ特徴を持つ新しい波形を得る方法
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研究の方法研究の方法

波形図波形図波形図波形図

パワー・スペクトル図パワー・スペクトル図パワー・スペクトル図パワー・スペクトル図

フーリエ解析
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研究の方法研究の方法

4444．各成分を利用するの再調整．各成分を利用するの再調整．各成分を利用するの再調整．各成分を利用するの再調整

●直流成分の調整直流成分の調整直流成分の調整直流成分の調整　
　直流成分は元の波形に対して、データの平均値を表すものであ
る。直流成分を調整することにより、様々な幅（振幅）の平均値によ
り波形が得られる。この特徴を利用して、水路を再整備するとき、
1/f　ゆらぎの特性でありながら、元の水路幅の平均値より、新しい

水路の幅の平均値を大きく、または小さくすることができる。
　従って、現状の水路の特徴を保持した再整備が可能となる。



研究の方法研究の方法

水路幅変化の元の波形と直流成分を調整した後調整した後調整した後調整した後の
1/ f ゆらぎ特徴を有する新たな波形
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●回帰直線の切片の調整回帰直線の切片の調整回帰直線の切片の調整回帰直線の切片の調整　
　y = k‘x+ c“の切片c”は、元波形に対する波形変動の振幅の大き

さを表すものである。
　
その切片を調整すれば、、元の水路の特徴を保持し、希望するよう
に1/f　ゆらぎの特性を持つ為の一定範囲のなかで、水路幅の最大

値と最小値を調整することができる。

研究の方法研究の方法

4444．各成分を利用するの再調整．各成分を利用するの再調整．各成分を利用するの再調整．各成分を利用するの再調整
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第7章　研究の総括

第7章



フーリエ解析による水路空間変化のゆらぎ分析

蘇州城水路網の変遷と都市構造の特徴

水路の水辺空間と水辺空間平面構成の分析

1/f ゆらぎによる水路空間の定量調整法
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